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名
主
の
業
務 

 

村
の
人
口
把
握 

 
史
料
Ａ 

人
数
増
減
改
帳 

                

 

 

 

 

信
濃
国
佐
久
郡
八
満
村
（
は
ち
ま
ん
む
ら
）
現
在
の
小
諸
市
八
満 

 

浅
間
山
（
２
５
４
２
ｍ
）
の
南
麓
斜
面
に
あ
っ
て
、
塩
野
村
（
現
北
佐
久 

郡
御
代
田
町
）・
柏
木
村
・
平
原
村
（
現
小
諸
市
）
に
接
す
る
。 

 

中
世
ま
で
は
平
原
の
地
籍
で
、
八
幡
社
の
あ
っ
た
こ
と
か
ら
八
幡
と
称
し 

た
が
、
郡
内
に
別
に
八
幡
（
や
わ
た
）
村
（
現
北
佐
久
郡
浅
科
村
八
幡
） 

が
あ
っ
た
た
め
「
八
満
（
は
ち
ま
ん
）」
と
改
め
た
と
い
う
。 

（
長
野
県
町
村
誌
） 

元
和
八
年
（
１
６
２
２
）
の
佐
久
郡
高
書
上
帳
に
は 

千
四
百
七
十
四
石 

平
原
・
八
ま
ん 

と
あ
る
が
、
寛
永
元
年
（
１
６
２
４
）・
慶
安
元
年
（
１
６
４
８
）
の 

小
諸
藩
新
知
郷
村
引
渡
証
文
に
は
「
平
原
村
」
と
の
み
あ
り
、
寛
文
十
年 

（
１
６
７
０
）
の
信
州
小
諸
領
高
并
諸
浮
役
帳
で
は
、
平
原
村
・
八
満
村 

と
別
記
し
て
い
る
の
で
、
寛
文
の
頃
に
独
立
し
た
と
思
わ
れ
る
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